
茨城工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 情報理論
科目基礎情報
科目番号 0014 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 国際創造工学科　情報系 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 なし
担当教員 滝沢 陽三
到達目標
１．情報理論を構成する基礎概念を学ぶ。
２．情報理論の応用分野について理解を深める。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1

小数表現を含むn進数を理解し表現
・演算できると共に，基数変換を
行うことができる．また，n進数を
扱う問題に対して適切な演算・変
換方法を選択して活用できる．

小数表現を含むn進数を理解し表現
・演算できると共に，基数変換を
行うことができる．

小数表現を含むn進数の理解が不十
分であり，表現・演算することが
できず，基数変換を行うことがで
きない．

評価項目2

集合の基本的な考え方を理解し記
号や図で表現できると共に，差集
合を含む集合演算を行うことがで
きる．また，数え上げ可能な対象
を集合として表現し，必要な演算
を行うことができる．

集合の基本的な考え方を理解し記
号や図で表現できると共に，差集
合を含む集合演算を行うことがで
きる．

集合の基本的な考え方が理解でき
ず記号や図で表現できない．また
，差集合を含む集合演算を行うこ
とができない．

評価項目3

様々な事柄の確率を，条件付き確
率を含めて表現できる．また，ベ
イズの定理に基づく事後確率の意
味を説明でき，計算して求めるこ
とができる．更に，実例に基づく
確率表現・計算を行うことができ
る．

様々な事柄の確率を，条件付き確
率を含めて表現できる．また，ベ
イズの定理に基づく事後確率の意
味を説明でき，計算して求めるこ
とができる．

様々な事柄の確率について，条件
付き確率を含めて表現できない
．また，ベイズの定理に基づく事
後確率の意味を説明できず，計算
して求めることができない．

評価項目4

確率変数，期待値，分散と標準偏
差について理解し，現実の統計情
報に適用して求めることができる
．また，現実の統計情報に対して
散布図を作成し，その結果を考察
し活用できる．

確率変数，期待値，分散と標準偏
差について理解し，統計情報に適
用して求めることができる．また
，散布図を作成し，その結果を考
察し活用できる．

確率変数，期待値，分散と標準偏
差について理解できず，統計情報
に適用して求めることができない
．また，散布図を作成できず，そ
の結果を考察することも活用する
こともできない．

評価項目5

自己情報量と平均情報量の意味を
理解して説明できると共に，現実
の問題に対して計算して活用する
ことができる．また，平均情報量
と情報エントロピーの関係を他の
専門分野との関連付けで説明でき
，様々な問題に適用できる．

自己情報量と平均情報量の意味を
理解して説明できると共に，計算
して求めることができる．また
，平均情報量と情報エントロピー
の関係を説明でき，様々な問題に
適用できる．

自己情報量と平均情報量の意味を
説明できるず，計算して求めるこ
とができない．また，平均情報量
と情報エントロピーの関係を説明
できず，様々な問題に適用するこ
とができない．

評価項目6

情報源と通信路のモデルについて
現実の事例に沿って説明できる
．符号化について説明でき，複数
の符号化について具体例を作成す
ることができる．

情報源と通信路のモデルについて
説明できる．符号化について説明
でき，符号化の具体例を作成する
ことができる．

情報源と通信路のモデルについて
説明できない．符号化について説
明できず，符号化の具体例を作成
することができない．

評価項目7
誤りの検出と訂正について説明で
き，複数の検出・訂正手法を理解
し問題に適用できる．

誤りの検出と訂正について説明で
き，検出・訂正手法を問題に適用
できる．

誤りの検出と訂正について説明で
きず，検出・訂正手法を問題に適
用できない．

評価項目8

暗号の意味と社会的役割を現実の
諸問題と関連させて説明でき，複
数の暗号方式のアルゴリズムを説
明・適用できると共に，ディジタ
ル署名について説明できる．

暗号の意味と社会的役割を説明で
き，複数の暗号方式を説明・適用
できると共に，ディジタル署名に
ついて説明できる．

暗号の意味と社会的役割を説明で
きず，暗号方式を説明・適用でき
ない．ディジタル署名について説
明できない．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 コンピュータや通信技術に用いられているディジタル情報の表現方法やその応用について，基本的な考え方や問題点を

理解する．
授業の進め方・方法 講義および机上演習で進める．教科書はなく，講義内容や演習問題は各時間ごとに示す．
注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 ディジタル情報理論の考え方 ディジタル情報を扱う際に必要な知識，情報理論の応
用分野の概要を知り，説明できる．

2週 ２進数の基礎（１） n進数の表現及び演算方法を理解し計算できると共に
，基数変換できる．

3週 ２進数の基礎（２） n進数の小数表現について説明でき，表現できると共に
，基数変換できる．

4週 集合と確率 差集合を含む集合に関する知識・演算方法について説
明でき，記号や図で表現し演算できる．

5週 確率による表現 確率で表現される事柄を理解して説明できると共に
，具体的な事柄について確率を表現・計算できる．



6週 条件付き確率の定義と応用（１）
互いに関連する事柄の間の確率としての条件付き確率
について説明でき，様々な問題に適用して表現できる
．

7週 （中間試験）
8週 条件付き確率の定義と応用（２） 事例に基づいて条件付き確率を表現し，計算できる．

2ndQ

9週 ベイズの定理の定義と応用（１）
事前確率と事後確率についてそれぞれの意味や相互の
関係を説明でき，具体的な問題に適用して表現できる
．

10週 ベイズの定理の定義と応用（２） 複数の事例にベイズの定理に基づく計算を行い結果を
求めることができる．

11週 確率と統計（１） 確率変数，期待値について説明でき，期待値を計算し
て求めることができる．

12週 確率と統計（２）
分散と標準偏差について説明でき，計算して求めるこ
とができる．また，散布図を作成し，その結果を考察
し活用できる．

13週 情報量（１） 自己情報量の意味を理解し，その定義について説明で
きる．

14週 情報量（２） 様々な事柄の自己情報量を計算して求めることができ
る．

15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

3rdQ

1週 平均情報量（１）
平均情報量とは何かを説明し，定義を述べることがで
きる．具体的な問題に沿って平均情報量を示すことが
できる．

2週 平均情報量（２） 簡単な例に基づく平均情報量の計算を行うことができ
，その計算結果の意味を活用できる．

3週 平均情報量と情報エントロピー 平均情報量と情報エントロピーの関係を説明でき，具
体的な問題に適用できる．

4週 情報源と通信路のモデル（１） 通信に必要な要素と関係を，シャノンのモデルに沿っ
て理解して説明できる．

5週 情報源と通信路のモデル（２） 情報源と通信路における符号化の役割と意味について
説明できる．

6週 符号化（１） 情報の伝達に必要な記号化について理解し説明できる
．

7週 （中間試験）
8週 符号化（２） 符号化の例を理解し，その意味を説明できる．

4thQ

9週 符号化（３） 符号化を通信に用いる場合の例を理解し，符号化方法
の活用方法を説明できる．

10週 誤りの検出と訂正（１） ディジタル情報における誤りについて説明できる．

11週 誤りの検出と訂正（２） ひとつ以上の誤り検出の方法について理解し，問題に
適用できる．

12週 誤りの検出と訂正（３） ひとつ以上の誤り訂正の方法について理解し，問題に
適用できる．

13週 暗号（１） 暗号の基礎について理解すると共に，社会的役割につ
いて説明できる．

14週 暗号（２） 各種の暗号方式を理解し簡単な問題に適用できると共
に，ディジタル署名について説明できる．

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 合計

総合評価割合 100 100
基礎的能力 10 10
専門的能力 90 90
分野横断的能力 0 0


